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告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
を
廃
止
す
る
旨
届
出
が

あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

廃
止
す
る
指
定
障
害�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

設
置
者
名

廃
止
年
月
日

〇
四
一
二
二
一
〇
一
二
二

ゆ
め
の
樹

柴
田
郡
柴
田
町
槻
木
白

幡
二
丁
目
四－

四

就
労
移
行
支
援
、

就
労
継
続
支
援
Ａ

型

株
式
会
社
ゆ
め

の
樹

令
和
元
年
十
月

三
十
一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
九
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
功
認
可
し
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日
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一
月
八
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

気
仙
沼
市
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立
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谷
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仙
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域

　
　

�　

次
の
各
地
点
の
う
ち
①
の
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点
か
ら
⑫
の
地
点
ま
で
を
順
次
に
結
ん
だ
線
、
⑫
の
地
点
か
ら
①
の
地
点
を
結
ぶ

公
有
水
面
と
の
境
界
線
（
平
成
二
十
八
年
の
秋
分
の
満
潮
位
Ｄ
Ｌ
＋
一
・
一
〇
六
メ
ー
ト
ル
に
地
盤
の
隆
起
量

〇
・
三
〇
四
メ
ー
ト
ル
を
加
え
た
Ｄ
Ｌ
＋
一
・
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
（
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
単
位
切
上
げ
））
に
よ

り
囲
ま
れ
た
区
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�　

①
の
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点　
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等
三
角
点　

基
準
点
コ
ー
ド
Ｔ
Ｒ
四
五
八
四
一
一
四
四
二
〇
一
（
北
緯
三
八
度
四
七
分
二
八
・

六
〇
五
〇
秒
、
東
経
一
四
一
度
三
一
分
三
五
・
九
八
五
三
秒
）
か
ら
四
一
度
四
五
分
四
〇
秒
二
六
一
・
八
一
メ
ー

ト
ル
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地
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①
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か
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〇
一
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③
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三
二
度
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〇
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二
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五
三
メ
ー
ト
ル
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地
点
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地
点
か
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五
度
一
六
分
一
九
秒　
　

三
・
二
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点
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地
点　

⑤
の
地
点
か
ら　
　

一
七
度
四
三
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五
一
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二
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一
五
メ
ー
ト
ル
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地
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⑦
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地
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⑥
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地
点
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二
七
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四
一
分
一
七
秒　
　

二
・
八
九
メ
ー
ト
ル
の
地
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⑦
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二
一
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三
〇
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五
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五
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〇
一
メ
ー
ト
ル
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⑨
の
地
点　

⑧
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四
四
度
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〇
分
一
六
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二
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二
メ
ー
ト
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地
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⑨
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一
二
度
二
八
分
二
三
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二
・
九
五
メ
ー
ト
ル
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地
点
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地
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四
〇
度
四
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五
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六
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メ
ー
ト
ル
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地
点
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⑪
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一
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七
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九
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メ
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ト
ル
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地
点

　

３　

面　

積

　
　
　

三
〇
三
・
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
（
埋
立
区
域
）

四　

免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

　
　

平
成
三
十
年
十
一
月
二
日

　
　

宮
城
県
（
水
整
）
指
令
第
六
十
六
号

五　

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
又
は
町

　
　

気
仙
沼
市

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

岩
沼
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

潮
害
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

岩
沼
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

公
衆
の
保
健

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。
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（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
岩
沼
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安

林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

宮
城
郡
利
府
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

土
砂
の
流
出
の
防
備

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　
　

宮
城
郡
利
府
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　
　

⑵　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　
　

⑶�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑷　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二
１　

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

　
　
　

宮
城
郡
利
府
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　

２　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

　
　
　

名
所
又
は
旧
跡
の
風
致
の
保
存

　

３　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　
　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　
　

⑴　

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　

⑵�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町
村
森
林

整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　
　

⑶　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　
　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度

　
　
　
　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
森
林

整
備
課
）
及
び
利
府
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
二
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を

変
更
し
た
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

道
路
の
種
類　

県
道

二　

路　

線　

名　

女
川
牡
鹿
線

三　

道
路
の
区
域変　

更　

の　

区　

間

変
更
の

前　

後

敷
地
の
幅
員

（
メ
ー
ト
ル
）

敷
地
の
延
長

（
メ
ー
ト
ル
）

備　
　

考

石
巻
市
谷
川
浜
大
谷
川
道
山
二
一
番
一
地
先

か
ら

同
市
谷
川
浜
川
原
三
番
一
地
先
ま
で

前
Ａ
　

八
・
四
～

�

三
〇
・
四

一
、
三
二
〇
・
〇
　

上
記
Ａ
及
び

Ｂ
は
、
関
係
図

面
に
表
示
す
る

敷
地
の
区
分
を

い
う
。

　

Ｂ

一
三
・
〇
～

�

五
八
・
二

一
、
三
七
〇
・
〇

後
Ａ
　

八
・
四
～

�

三
〇
・
四

一
、
三
二
〇
・
〇

　

Ｂ

一
〇
・
〇
～

�

五
八
・
二

一
、
三
七
〇
・
〇

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
三
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
東
部
土

木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　



第54号　令和元年11月15日　金曜日 （4）宮　　城　　県　　公　　報

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

女
川
牡
鹿
線

石
巻
市
谷
川
浜
大
谷
川
道
山
二
一
番
一
地
先
か
ら

同
市
谷
川
浜
川
原
三
番
一
地
先
ま
で

令
和
元
年

�

十
一
月
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
四
号

　

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
道
路
の
供
用
を

開
始
す
る
の
で
告
示
す
る
。

　

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
元
年
十
一
月
十
五
日
か
ら
三
十
日
間
宮
城
県
庁
（
土
木
部
道
路
課
）
及
び
宮
城
県
大
河
原

土
木
事
務
所
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

道
路
の

種　

類

路　

線　

名

供　

用　

開　

始　

の　

区　

間

供
用
開
始
年
月
日

県

道

越
河
角
田
線

角
田
市
小
田
字
中
島
七
六
番
二
地
先
か
ら

同
市
小
田
字
中
島
一
一
八
番
地
先
ま
で

令
和
元
年

�

十
一
月
十
五
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
十
五
号

　

鳴
瀬
川
沿
岸
土
地
改
良
区
の
定
款
変
更
に
つ
い
て
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
三
十

条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
三
十
一
年
四
月
二
日
認
可
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
認
可
が
あ
っ
た
こ
と
を
知
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
か
月
以
内
に
宮
城
県
を
被
告
と
し
て
仙
台

地
方
裁
判
所
に
こ
の
認
可
に
対
す
る
取
消
し
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

所　

長　
　

小　
　

野　
　

和　
　

宏　
　
　

選
挙
管
理
委
員
会

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
五
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

　

イ　

法
第
十
九
条
の
七
第
一
項
第
一
号
に
係
る
国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
と
み
な
さ
れ
る
政
党
の
支
部

政
治
団
体

の

名

称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

一
以
上
の
市
町

村
等
の
区
域
を

単
位
と
し
て
設

け
ら
れ
る
支
部

届
出
年
月
日

立
憲
民
主
党
宮

城
県
第
５
区
総

支
部

安
住　
　

淳

内
海　

徳
治

石
巻
市
南
中
里
四－

一－

一

八

〇

令
和
元
年

�

十
月
十
日

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　

イ　

国
会
議
員
関
係
政
治
団
体
以
外
の
政
党
の
支
部

　

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

会
計
責
任
者

の

氏

名

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

届
出
年
月
日

上
杉
政
策
研
究
会

大
島　

裕
之

永
沼　
　

隼

名
取
市
手
倉
田
字
諏
訪
六
〇
九－

一

令
和
元
年

�

十
月
十
日

く
ま
が
い
克
彦
後
援
会

熊
谷　

克
彦

熊
谷　

良
克

名
取
市
本
郷
字
焼
野
一
九
七

令
和
元
年

�

十
月
二
十
九
日

田
村
ひ
ろ
し
後
援
会

菊
地　

幸
一

田
村　

和
也

岩
沼
市
押
分
字
西
土
手
六
四

令
和
元
年

�

十
月
二
日

町
民
生
活
が
第
一

櫻
井　

秀
雄

櫻
井　

秀
雄

亘
理
郡
亘
理
町
上
浜
街
道
一
六－

三
七

令
和
元
年

�

十
月
二
日

沼
田
健
一
後
援
会

沼
田　

健
一

沼
田　

健
一

岩
沼
市
恵
み
野
二－

一－

五

令
和
元
年

�

十
月
二
十
五
日

夢
実
行
市
民
の
会
塩
竈

み
な
と
未
来

勝
又　
　

實

大
橋　

英
明

塩
釜
市
新
浜
町
三－

一－

七

令
和
元
年

�

七
月
三
十
一
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
六
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治
団

体
の
届
出
事
項
を
異
動
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

政
党
の
支
部

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

自
由
民
主
党
三
本
木
支

部

佐
々
木
賢
司

会
計
責
任
者

の

氏

名

佐
々
木
伸
也

伊
東　
　

仁

令
和
元
年

�

九
月
二
十
九
日

自
由
民
主
党
太
白
区
支

部

佐
々
木　

心

代
表
者
の�

氏

名

佐
々
木　

心

柿
沼　

敏
万

令
和
元
年

�

九
月
十
日
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自
由
民
主
党
２
１
世
紀

宮
城
を
つ
く
る
会

朝
倉　
　

薫

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
中

山
台
四－

一
〇－

四

多
賀
城
市
中
央
二

－

一
九－

二
四

令
和
元
年

�

九
月
八
日

代
表
者
の�

氏

名

朝
倉　
　

薫

枡
田　

孝
一

会
計
責
任
者

の

氏

名

横
尾　

洋
子

塚
本　
　

勇

自
由
民
主
党
仙
台
市
区

支
部
連
合
会

渡
辺　
　

博

代
表
者
の�

氏

名

渡
辺　
　

博

鈴
木　

勇
治

令
和
元
年

�

九
月
十
一
日

自
由
民
主
党
加
美
町
支

部

三
浦　

英
典

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

加
美
郡
加
美
町
小

泉
字
町
屋
敷
五
一

加
美
郡
加
美
町
字

赤
塚
二
一
二－

五

令
和
元
年

�

九
月
十
六
日

代
表
者
の�

氏

名

三
浦　

英
典

皆
川
章
太
郎

㈡　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

政
治
団
体
の
名
称

代

表

者

の

氏

名

異
動
事
項

新

旧

異
動
年
月
日

明
日
の
宮
城
の
農
村
を

考
え
る
会
（
宮
城
県
土

地
改
良
政
治
連
盟
）

伊
藤　

康
志

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

仙
台
市
若
林
区
荒

井
南
二
三－

三

仙
台
市
青
葉
区
上

杉
一－

一
七－

一

八

令
和
元
年

�

九
月
三
十
日

安
部
俊
三
後
援
会

後
藤　

直
彦

代
表
者
の�

氏

名

後
藤　

直
彦

小
池　

幸
夫

令
和
元
年

�

十
月
十
六
日

大
泉
の
り
子
後
援
会

齋
藤　

英
一

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

名
取
市
名
取
が
丘

一－

一
八－

二

名
取
市
名
取
が
丘

二－
五－

四

令
和
元
年

�

十
月
二
十
二
日

代
表
者
の�

氏

名

齋
藤　

英
一

佐
々
木
達
郎

佐
々
木
賢
司
後
援
会

鈴
木　

健
司

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
崎
市
三
本
木
字

東
浦
九－

一

大
崎
市
三
本
木
字

東
浦
三
五－
一

令
和
元
年

�

九
月
二
十
九
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

手
代
木
武
史

伊
東　
　

仁

佐
々
木
賢
司
後
援
会

鈴
木　

健
司

主
た
る
事
務

所
の
所
在
地

大
崎
市
三
本
木
字

東
浦
三
五－

一

大
崎
市
三
本
木
字

東
浦
九－

一

令
和
元
年

�

十
月
三
十
日

髙
橋
た
い
子
後
援
会

髙
橋　

哲
郎

会
計
責
任
者

の

氏

名

岩
間　

正
弘

齋
藤　

勝
好

令
和
元
年

�

十
月
二
十
七
日

電
機
連
合
宮
城
地
協
政

治
活
動
委
員
会

石
山　

光
広

代
表
者
の�

氏

名

石
山　

光
広

児
玉　

健
一

令
和
元
年

�

九
月
二
十
七
日

会
計
責
任
者

の

氏

名

阿
部　

隆
司

石
山　

光
広

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
七
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
政
治

団
体
が
解
散
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

そ
の
他
の
政
治
団
体
（
政
党
及
び
政
治
資
金
団
体
以
外
の
政
治
団
体
）

　
　
　
　
　

政　

治　

団　

体　

の　

名　

称

代
表
者
の
氏
名
　
　
　
　

解
散
年
月
日

い
し
か
わ
文
彦
後
援
会

市
川　

俊
彌

平
成
三
十
年
六
月
九
日

木
村
勝
好
後
援
会

歳
桃　

英
雄

令
和
元
年
十
月
十
五
日

こ
の
街
仙
台
が
好
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

大
泉
鉄
之
助

令
和
元
年
九
月
三
十
日

佐
藤
英
治
後
援
会

佐
藤　

英
治

令
和
元
年
九
月
十
八
日

菅
原
あ
つ
し
後
援
会

菅
原　
　

厚

令
和
元
年
十
月
十
二
日

高
橋
力
雄
後
援
会

伊
藤　

三
壽

令
和
元
年
九
月
三
十
日

細
川
健
也
後
援
会

郷
家　

貞
男

令
和
元
年
九
月
三
十
日

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
八
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
年
分
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お

り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

こ
の
街
仙
台
が
好
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
泉
鉄
之
助

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
31. １

. 11（
１
. ９
. 30解

散
）

１
　
収
入
総
額

2,725,146 

　
　
　
前
年
繰
越
額

989,140 

　
　
　
本
年
収
入
額

1,736,006 

２
　
支
出
総
額

2,465,256 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
個
人
の
党
費
・
会
費
�

（
９
人
）

1,736,000



第54号　令和元年11月15日　金曜日 （6）宮　　城　　県　　公　　報
　
　
そ
の
他
の
収
入

6 

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

6 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

1,109,513 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

256,976 

　
　
　
事
務
所
費

852,537 

　
　
政
治
活
動
費

1,355,743 

　
　
　
組
織
活
動
費

1,355,743 

菅
原
あ
つ
し
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
菅
原
　
　
厚

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
. 10. 16（

１
. 10. 12解

散
）

１
　
収
入
総
額

176,305 

　
　
　
前
年
繰
越
額

176,305 

２
　
支
出
総
額

0 

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

い
し
か
わ
文
彦
後
援
会

報
告
年
月
日
　
31. ４

. 25（
30. ６

. ９
解
散
）

１
　
収
入
総
額

2,034,906 

　
　
　
本
年
収
入
額

2,034,906 

２
　
支
出
総
額

2,034,906 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

2,034,906 

　
　
　
個
人
分

2,034,906 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

1,586,086 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

131,110 

　
　
　
事
務
所
費

1,454,976 

　
　
政
治
活
動
費

448,820 

　
　
　
組
織
活
動
費

448,820 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
石
川
文
彦

1,004,906 石
巻
市

　
　
石
川
美
惠
子

600,000 石
巻
市

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

430,000 

木
村
勝
好
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
. 10. 24（

１
. 10. 15解

散
）

１
　
収
入
総
額

26,607 

　
　
　
前
年
繰
越
額

26,607 

２
　
支
出
総
額

0 

佐
藤
英
治
後
援
会

報
告
年
月
日
　
31. ４

. ５
（
１
. ９
. 18解

散
）

１
　
収
入
総
額

117,611 

　
　
　
前
年
繰
越
額

27,611 

　
　
　
本
年
収
入
額

90,000 

２
　
支
出
総
額

103,680 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

90,000 

　
　
　
個
人
分

90,000 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

103,680 

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

103,680 

　
　
　
　
宣
伝
事
業
費

103,680 

５
　
寄
附
の
内
訳

　
〔
個
人
分
〕

　
　
佐
藤
英
治

90,000 塩
竈
市

高
橋
力
雄
後
援
会

報
告
年
月
日
　
31. ４

. 17（
１
. ９
. 30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

細
川
健
也
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
. 10. ４

（
１
. ９
. 30解

散
）



（7）　令和元年11月15日　金曜日 第54号宮　　城　　県　　公　　報

〇
宮
選
管
告
示
第
百
四
十
九
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
政
治
団
体
か
ら
平

成
三
十
一
年
分
（
令
和
元
年
分
）
収
支
報
告
書
の
提
出
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ

の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
単
位
：
円
）

（
資
金
管
理
団
体
）

こ
の
街
仙
台
が
好
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
大
泉
鉄
之
助

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
仙
台
市
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
. 10. 10（

１
. ９
. 30解

散
）

１
　
収
入
総
額

1,809,894 

　
　
　
前
年
繰
越
額

259,890 

　
　
　
本
年
収
入
額

1,550,004 

２
　
支
出
総
額

1,809,894 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
個
人
の
党
費
・
会
費
�

（
８
人
）

1,550,000 

　
　
そ
の
他
の
収
入

4 

　
　
　
一
件
十
万
円
未
満
の
も
の

4 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

827,364 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

163,195 

　
　
　
事
務
所
費

664,169 

　
　
政
治
活
動
費

982,530 

　
　
　
組
織
活
動
費

982,530 

菅
原
あ
つ
し
後
援
会

資
金
管
理
団
体
の
届
出
を
し
た
者
の
氏
名
　
菅
原
　
　
厚

資
金
管
理
団
体
の
届
出
に
係
る
公
職
の
種
類
　
宮
城
県
議
会
議
員

報
告
年
月
日
　
１
. 10. 16（

１
. 10. 12解

散
）

１
　
収
入
総
額

176,305 

　
　
　
前
年
繰
越
額

176,305 

２
　
支
出
総
額

0 

（
そ
の
他
の
政
治
団
体
）

木
村
勝
好
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
. 10. 24（

１
. 10. 15解

散
）

１
　
収
入
総
額

26,607 

　
　
　
前
年
繰
越
額

26,607 

２
　
支
出
総
額

26,607 

３
　
支
出
の
内
訳

　
　
経
常
経
費

3,147 

　
　
　
備
品
・
消
耗
品
費

3,147 

　
　
政
治
活
動
費

23,460 

　
　
　
組
織
活
動
費

23,460 

佐
藤
英
治
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
. ９
.18（

１
. ９
. 18解

散
）

１
　
収
入
総
額

20,704 

　
　
　
前
年
繰
越
額

13,931 

　
　
　
本
年
収
入
額

6,773 

２
　
支
出
総
額

20,704 

３
　
本
年
収
入
の
内
訳

　
　
寄
附

6,773 

　
　
　
個
人
分

6,773 

４
　
支
出
の
内
訳

　
　
政
治
活
動
費

20,704 

　
　
　
組
織
活
動
費

11,386 

　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
そ
の
他
の
事
業
費

9,318 

　
　
　
　
機
関
紙
誌
の
発
行
事
業
費

9,318 

５
　
寄
附
の
内
訳



第54号　令和元年11月15日　金曜日 （8）宮　　城　　県　　公　　報

〇
宮
選
管
告
示
第
百
五
十
号

　

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お

り
資
金
管
理
団
体
で
な
く
な
っ
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
選
挙
管
理
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

伊　
　

東　
　

則　
　

夫　
　
　

㈠　

法
第
十
九
条
第
三
項
第
二
号
に
よ
る
届
出

資
金
管
理
団
体
の
届
出

を
し
た
者
の
氏
名

資
金
管
理
団
体
の
名
称

資
金
管
理
団
体
で
な
く

な
っ
た
年
月
日　
　
　

大
泉
鉄
之
助

こ
の
街
仙
台
が
好
き
フ
ォ
ー
ラ
ム

令
和
元
年
九
月
三
十
日

菅
原　
　

厚

菅
原
あ
つ
し
後
援
会

令
和
元
年
十
月
十
二
日

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
四
―
〇
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
四
―
〇
―
十
五

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
四
―
〇
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
人
事
委
員
会
規
則
四
―
〇
（
職
員
の
任
用
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
二
条
の
三
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
一
号
中
「
法
第
二
十
二
条
第
二
項
」
を
「
法
第
二
十
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
五
条
第
一
項
中
「
非
常
勤
」
を
「
会
計
年
度
任
用
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
前
二
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２　

会
計
年
度
任
用
の
職
へ
の
採
用
は
、
そ
の
任
命
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
間
は
条
件
付
採
用
と
す
る
。

　

第
三
十
七
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４�　

会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
前
三
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
第
一
項
中
「
六
月
間
」
と
あ
る
の
は
「
一

月
間
」
と
、「
九
十
日
」
と
あ
る
の
は
「
十
五
日
」
と
し
、
第
三
項
中
「
条
件
付
採
用
期
間
の
開
始
後
一
年
」
と
あ

る
の
は
「
当
該
職
員
の
任
期
」
と
す
る
。

　

第
三
十
八
条
中
「
任
命
権
者
は
」
の
下
に
「
、
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
に
欠
員
を
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
」
を
加
え
、

「
場
合
に
お
い
て
」
を
「
と
き
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
条
第
一
項
中
「
非
常
勤
」
を
「
会
計
年
度
任
用
」
に
改
め
る
。

　

別
表
第
二
第
二
号
㈢
中
「
非
常
勤
」
を
「
会
計
年
度
任
用
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
四
（
期
末
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
四
―
三
十
一

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
四
（
期
末
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
十
四
（
期
末
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
第
一
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　

第
二
条
第
一
号
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
失
職
」
及
び
「（
非
常
勤
で
あ
る
者

に
あ
つ
て
は
、
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
短
時
間
勤
務
職

員
」
と
い
う
。）
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ハ�　

会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
同
条
例
第
四
条
第
十
一
項
及
び
第
七
条
第
七
項
の

規
定
に
よ
り
期
末
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
に
限
る
。）

　

第
二
条
第
三
号
中
「（
非
常
勤
で
あ
る
者
を
除
く
。）」
を
削
る
。

　

第
四
条
中
「
常
勤
の
職
員
又
は
短
時
間
勤
務
職
員
」
を
「
職
員
」
に
改
め
る
。

　
〔
個
人
分
〕

　
　
年
間
五
万
円
以
下
の
も
の

6,773 

高
橋
力
雄
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
. 10. 23（

１
. ９
. 30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 

細
川
健
也
後
援
会

報
告
年
月
日
　
１
. 10. ４

（
１
. ９
. 30解

散
）

１
　
収
入
総
額

0 

２
　
支
出
総
額

0 
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第
五
条
第
二
項
第
二
号
中
「
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
一
条
第
一
項

第
十
号
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
、
同
項
第
七
号
中
「
か
ら
第
七
号
ま
で
」
を
「
又
は
第
六
号
」
に
改

め
る
。

　

第
六
条
第
二
項
及
び
第
三
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２�　

基
準
日
以
前
六
箇
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
の
適
用
を
受

け
る
職
員
が
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
と
な
つ
た
場
合
は
、
そ
の
期
間
に
お
い
て
そ
れ
ら
の
職
員
と
し
て
在

職
し
た
期
間
は
、
前
条
第
一
項
の
在
職
期
間
に
算
入
す
る
。

　

一�　

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職
員
（
一
週
間
当
た
り
の
勤
務
時
間
が
十
五
時
間
三
十
分
未
満

の
者
を
除
く
。）

　

二　

法
第
二
十
二
条
の
二
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
職
員

３�　

前
二
項
の
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
前
条
第
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
。
た
だ
し
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
職

員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
規
則
七
―
百
四
十
（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
規
則
）
第
十
八
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一

号
の
改
正
規
定
及
び
同
条
第
二
号
の
改
正
規
定
中
「
又
は
失
職
」
を
削
る
部
分
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら

施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

令
和
二
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
係
る
在
職
期
間
の
算
定
に
関
し
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
人

事
委
員
会
規
則
七
―
十
四
（
期
末
手
当
）
第
六
条
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
適
用
し
、

同
日
前
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
五
（
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
五
―
三
十
七

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
七
―
十
五
（
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七
―
十
五
（
勤
勉
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
一
条
第
一
項
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
第
七
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
る
。

　

第
二
条
第
一
号
中
「
、
若
し
く
は
失
職
し
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
又
は
失
職
」
及
び
「（
非
常
勤
で
あ
る
者

に
あ
つ
て
は
、
法
第
二
十
八
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
（
以
下
「
短
時
間
勤
務
職

員
」
と
い
う
。）
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「（
非
常
勤
で
あ
る
者
を
除
く
。）」
を
削
る
。

　

第
五
条
第
二
項
第
一
号
中
「
及
び
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
を
「
、
第
四
号
及
び
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二

号
中
「
第
一
条
第
一
項
第
十
号
」
を
「
第
一
条
第
一
項
第
九
号
」
に
改
め
る
。

　

第
八
条
中
「
第
六
条
第
一
項
及
び
第
三
項
」
を
「
第
六
条
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
、「
第
六
条
第
二
項
」
を
「
第

六
条
第
三
項
」
に
改
め
、「
、
規
則
七
―
十
四
（
期
末
手
当
）
第
六
条
第
三
項
中
「
第
一
条
第
一
項
第
六
号
」
と
あ
る

の
は
「
規
則
七
―
十
五
（
勤
勉
手
当
）
第
一
条
第
一
項
第
五
号
」
と
」
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
第
一

号
の
改
正
規
定
及
び
同
条
第
二
号
の
改
正
規
定
中
「
又
は
失
職
」
を
削
る
部
分
は
、
令
和
元
年
十
二
月
十
四
日
か
ら

施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

令
和
二
年
六
月
に
支
給
す
る
勤
勉
手
当
に
係
る
在
職
期
間
の
算
定
に
関
し
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
人

事
委
員
会
規
則
七
―
十
五
（
勤
勉
手
当
）
第
八
条
の
規
則
七
―
十
四
（
期
末
手
当
）
第
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
規

定
に
つ
い
て
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
日
以
後
の
期
間
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公

布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
―
四
十
三

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
宮
城
県
条
例
第
七
号
）
に
基
づ
き
、
人

事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

二
十
七　

削
除
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第
三
十
一
条
第
一
項
中
「
の
四
分
の
三
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２�　

任
命
権
者
が
条
例
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
非
常
勤
職
員
の
休
暇
の
種
類
は
、
年
次
有
給
休
暇
、
病
気
休

暇
、
特
別
休
暇
、
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間
と
す
る
。

　

第
三
十
一
条
第
三
項
中
「
非
常
勤
職
員
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、「
休
暇
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
必
要
な
事
項
を
」

を
加
え
る
。

　

別
表
第
三
子
の
項
中
「
五
日
」
を
「
七
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
十
一
条
の
改
正
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
承
認
を
受
け
た
改
正
前
の
人
事
委
員
会
規
則
八
―
五
（
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等

に
関
す
る
規
則
）
第
二
十
二
条
第
一
項
第
二
十
七
号
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ

に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
―
四
十

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
七
年
宮
城
県
条
例
第
八
号
）
に
基
づ
き
、

人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
十
条
第
一
項
第
二
十
七
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

二
十
七　

削
除

　

第
二
十
九
条
第
一
項
中
「
の
四
分
の
三
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２�　

任
命
権
者
が
条
例
第
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
非
常
勤
の
学
校
職
員
の
休
暇
の
種
類
は
、
年
次
有
給
休
暇
、

病
気
休
暇
、
特
別
休
暇
、
介
護
休
暇
及
び
介
護
時
間
と
す
る
。

　

第
二
十
九
条
第
三
項
中
「
非
常
勤
の
学
校
職
員
」
を
「
前
項
」
に
改
め
、「
休
暇
に
つ
い
て
」
の
下
に
「
必
要
な
事

項
を
」
を
加
え
る
。

　

別
表
第
三
子
の
項
中
「
五
日
」
を
「
七
日
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１�　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
十
九
条
の
改
正
規
定
は
、
令
和
二
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
前
に
承
認
を
受
け
た
改
正
前
の
人
事
委
員
会
規
則
八
―
六
（
学
校
職
員
の
勤
務
時
間
、
休

暇
等
に
関
す
る
規
則
）
第
二
十
条
第
一
項
第
二
十
七
号
に
規
定
す
る
特
別
休
暇
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前

の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
八
―
七
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
八
―
七
―
十
六

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
八
―
七
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
八
―
七
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
第
一
号
ヘ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

ヘ�　

会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
の
適
用
を
受
け
る
職
員
（
同
条
例
第
四
条
第
十
一
項
及
び
第
七
条
第
七
項
の

規
定
に
よ
り
期
末
手
当
の
支
給
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。）
と
し
て
在
職
し
た
期
間

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２�　

令
和
二
年
六
月
に
支
給
す
る
期
末
手
当
に
係
る
勤
務
期
間
に
関
し
て
は
、
こ
の
規
則
に
よ
る
改
正
後
の
人
事
委
員

会
規
則
八
―
七
（
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
規
則
）
第
四
条
第
一
号
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後

の
期
間
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
〇
（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規
則
）

の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。
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令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
〇
―
六

　
　
　�

人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
〇
（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等
に
関
す
る
規

則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
〇
（
外
国
の
地
方
公
共
団
体
の
機
関
等
に
派
遣
さ
れ
る
職
員
の
処
遇
等

に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を

こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
―
二
十
四

　
　
　�

人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

　

人
事
委
員
会
は
、
人
事
委
員
会
規
則
十
二
―
一
（
公
益
的
法
人
等
へ
の
職
員
の
派
遣
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
中
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
十
三
―
〇
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
十
三
―
〇
―
五

　
　
　
人
事
委
員
会
規
則
十
三
―
〇
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
人
事
委
員
会
規
則
十
三
―
〇
（
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
等
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条　

削
除

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　

�

　
　
　
　

〇
人
事
委
員
会
告
示
第
一
号

　
　
　
人
事
委
員
会
の
権
限
（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
）
の
一
部
委
任

　

人
事
委
員
会
は
、
人
事
委
員
会
規
則
二
―
二
（
他
の
機
関
及
び
事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
）
に
基
づ
き
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
（
令
和
元
年
宮
城
県
条
例
第
四
十
八
号
）
及
び
人
事
委
員
会

規
則
七
―
百
四
十
（
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
規
則
）
に
定
め
る
人
事
委
員
会
の
権
限
の

一
部
の
委
任
に
関
し
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
た
。

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日

�

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

委
員
長　
　

千　
　

葉　
　

裕　
　

一　
　
　

一　

受
任
者

　
　

宮
城
県
人
事
委
員
会
事
務
局
長

二　

委
任
す
る
権
限

　

⑴�　

会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
条
例
第
四
条
第
十
二
項
及
び
第
七
条
第
八
項
に
規
定
す
る
任
命
権
者
と
の
協
議
に
関

す
る
こ
と
。

　

⑵�　

人
事
委
員
会
規
則
七
―
百
四
十
（
以
下
「
規
則
七
―
百
四
十
」
と
い
う
。）
第
十
二
条
第
一
項
に
規
定
す
る
人

事
委
員
会
が
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
。

　

⑶　

規
則
七
―
百
四
十
第
二
十
条
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
が
認
め
る
場
合
を
定
め
る
こ
と
。

　

⑷　

規
則
七
―
百
四
十
第
二
十
一
条
第
三
項
に
規
定
す
る
特
別
な
事
情
を
定
め
る
こ
と
。

　

⑸　

規
則
七
―
百
四
十
第
二
十
四
条
に
規
定
す
る
号
俸
及
び
職
務
の
級
の
決
定
の
承
認
を
行
う
こ
と
。

　

⑹�　

規
則
七
―
百
四
十
第
二
十
五
条
に
規
定
す
る
職
務
の
級
及
び
号
俸
の
決
定
等
に
係
る
報
告
を
任
命
権
者
に
求
め

る
こ
と
。

　

⑺�　

規
則
七
―
百
四
十
第
二
十
六
条
に
規
定
す
る
特
別
の
事
情
に
よ
り
規
則
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

又
は
規
則
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
著
し
く
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
の
承
認
に
関
す
る
こ
と
。
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⑻�　

規
則
七
―
百
四
十
別
表
第
一
級
別
資
格
基
準
表
の
職
務
の
級
欄
中
別
に
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
資
格
基
準

を
定
め
る
こ
と
。

　

⑼�　

規
則
七
―
百
四
十
別
表
第
一
級
別
資
格
基
準
表
の
イ
の
備
考
第
三
項
、
同
表
の
ヘ
の
備
考
第
一
項
、
同
表
の
ト

の
備
考
第
二
項
及
び
同
表
の
チ
の
備
考
第
二
項
に
規
定
す
る
経
験
年
数
の
取
扱
い
を
定
め
る
こ
と
並
び
に
同
表
の

ヘ
の
備
考
第
二
項
に
規
定
す
る
職
務
の
級
の
決
定
を
行
う
こ
と
。（
別
表
第
五
初
任
給
基
準
表
の
イ
の
備
考
第
三

項
、
同
表
の
ヘ
の
備
考
、
同
表
の
ト
の
備
考
第
一
項
及
び
同
表
の
チ
の
備
考
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。）

　

⑽�　

規
則
七
―
百
四
十
別
表
第
二
学
歴
免
許
等
資
格
区
分
表
の
学
歴
免
許
等
の
資
格
欄
に
規
定
す
る
学
歴
免
許
等
の

資
格
を
承
認
す
る
こ
と
。

　

⑾�　

規
則
七
―
百
四
十
別
表
第
三
経
験
年
数
換
算
表
の
備
考
第
二
項
に
規
定
す
る
人
事
委
員
会
が
定
め
る
も
の
及
び

人
事
委
員
会
が
別
に
定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
定
め
る
こ
と
。

　

⑿�　

規
則
七
―
百
四
十
別
表
第
四
修
学
年
数
調
整
表
の
備
考
第
五
項
に
規
定
す
る
修
学
年
数
及
び
調
整
年
数
を
定
め

る
こ
と
。

　

⒀�　

規
則
七
―
百
四
十
別
表
第
五
初
任
給
基
準
表
の
ロ
の
備
考
及
び
同
表
の
ト
の
備
考
第
二
項
に
規
定
す
る
初
任
給

欄
の
号
俸
を
定
め
る
こ
と
。

三　

委
任
の
効
力
の
発
生
す
る
日

　
　

令
和
元
年
十
一
月
十
五
日


